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最終的に，この法律は 1801 年 3 月 3 日に廃止されることになるが，可決もぎりぎりのと

























の 11 人のうち 10 人は有罪となったのである。
これらの裁判のシンボルキャラクターとなったのは，ケンタッキー州のマシュー・ラ

































































































































人治安法に反対する詩として著名なのは，1798 年 9 月 17 日のガゼット Gazzetteに掲載



























































えた。煽動法は 1801 年 3 月 3 日に破棄された。1802 年の選挙では，フェデラリストは下
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あり人民立憲主義が主張されるアメリカで，受け入れられるはずがない。
初代財務長官として名を成し，強いアメリカ建設に貢献した，アレクサンダー・ハミル
トンこそ，表現の自由の制約がいかに大きな代償を払うことになるかを，身を持って知ら
しめた最初の政治家であった。そして，アメリカ史において最初の表現の自由の制約の代
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